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OCARINAセミナー
似合先端。f究機材lでは、 ド-1内外のリーデイング.サイエンテイス トを制待して不定JUH乙講話，il会をIHIUしています。
本年度からは、学生主体の仁l主ゼミである rDISCOParty *注」の 「大セミナー」 もOCARINAセミナーとしてゲストを引い
てIl~Hmし、学生の研究についての議論を、教職uをfTむ多くの/î々と ~~+jする活動を行っています。
* tU Doclor cOlrse slldenls' Incorporated ScienUr，c COmmunicalion (D1SCOj Parly 
OCARINAの後JUJI!V1・泌ねの学生が、分野の1'(似を越えて1，:いの研究へのPIl併を深めfTい、相川発泌させるために本年度，没、Iしたi'l1:ゼミ。迎11"1の?'I:のみでの小
セミナー に11え、{I'に数1"1のJ、;セミナー を企l'同している。
第1回
日~lflli l l: 20 1 0 "rê I O ) 1 27 " Il，}所 :2 ~J-曲ï220B 
ゲスト・ 小it j'l山 (本機情・得L1教J翌)
「アガべからjlるテキー ラ ・イヌリン・アガベシロップJ
第2回
1Jlliill : 20 1 1 !I' 3 131 1 1 均所 :2号館220B
ゲスト 泌合 仁 (1阪大・ナノサイエンスデザイン教fi研究センター ，mlr.H世俊)
「次l世代グリー ンエネルギー 1m発のため、:政界面のナノケミストリー 外t誌を使った
析しい分析川町I!と地t品分析化学の臼IHlについてJ
llB回
IJlIflItrI: 2012!1ユ2n 1711 叫所学的 lF文化交i1.~宅
ゲスト 11下 配脱 (点北大，)11・教綬)
r'i分子:，i子ft!.ィiを!IIいたは子分正スピントロニクス
一一野戊とイチローはどちらが仰いか? 一一J
第4回
rmllil : 2012 {I'4 n 2811 I場所 2り館220Aq常
ゲスト 'llJ 他、I~ (Dcpl. of Chem.， Rcnmin Universily of China) 
川町hok唱回l印刷onIhc Phol惨冊rali削 d白argeCarrie~ in P3肝/PC8M8lend Films' 
'Excilation Oynam悶 oflheLigh叶!日明lingcollpk!悶ofPu叩leBacleriulI Therlloch附naliumlepidum' 
第5回 (OISCOPa，・ly大セミナ-"1) 
IJflsil1・2012年7113R(火) I場所 :2号館220B
ゲスト 'ti:1吊11'1ぷ (本機問符日教授、予ンパク粘日)
「空ンパク t'1ù休附~に~，~づく日'1柴J
学生 山点 lf~ ， il (分子説。1I学術究室 01)
第6回(DI5COPa，ty A.セミナー #2)
IlUf!iiLl・ 2012"1'-8 ) 130 1- Iy，肝・ 2~=.;' 向1 220日
ゲスト. 林 '11:仁 (金沢大学・iH教授、金MIJ1化物)
fllM~量化物分 Fの化学」
学'1.・ hli上 下¥!，:i紗(生体・構造物性物I'!学研究家 01)
ヲ百e4th釦mua(lIetils 
第7回
1mイliill: 2012作IOH19 FI 場所:?t，'1 1 F文化火消ギ.
ゲスト: 市開 泌 (株式会社ネオ・モルガンwf究所 0'1山':1/1，机';j料学凪nli¥1)
「不均衡jfi化沿J
第8田
IJlfliil : 2012年10123日 Jl}fリ7・学的 1F文化交流市
ゲスト: ぷ足 技 (大分大・工，im数段、(犯i)JST さ きがけ f~高級バイオエ
ネルギー Jf，ih史研究首 誕{壬)
「ソーラー燃料 ・ 物質生産のためのハイブリッド別人 r.光合成システムの(~I裂』
第9回 (OISCOParly 大セミナー 再3)
IllsHl1・2012年1Ji 19日均所:学的 IF文化交if，l>;!
ゲスト John T.Kennis (Vrije Universily ， 教段、1I，~1i1l分解分光)
rCarOlcnoids in PhOlosynthelic LighL Ha何回lingand PholoproleclionJ 
ゲスト:Anjali Pandil (V吋eUniversily・研究口、 I，IH.本NMR)
fJn Shape for PholosynthesisJ 
ゲスト・ 手本 j~男{本学 ' PIl ・ 教授、 ESR)
fSpin Alignmem and Spin Oynami白川 Ph01o.ExcilCdSlalcs of 1 .RadicalsJ 
学'1:.: 脳部私'チ(生体 .t，1I造物性物JlIl予研究引 03) 
学生: 川本圭桁(分子"幻|学研究宅 01)
第 10回
Im@ト1: 2012"('. 12月 11" J¥，}所学的 IF文化交抑制
ゲスト: 麟JI: 1¥子 (本機情 ・ 特任~Ié教段、 (刻i) JSTさきがけ 「光エネルギー
と物Tlit快」骨ih史研究白 派任)
fi1I)ì下ij;~íの光合成-).(防)'1:.を効率よく集める1I 制iみの解明と人 t:光作成への応川-J
第 11回 (OISCOParty大セミナー #4)
1m日lil: 2013 !I: 1月24LI (水) 場所 :2 I}t!i'r 220s 
ゲスト: 知野 路 (兵møl~伝大・教J壁、Jll!，論化乍)
「プロ ト ン移動が|見l与する生物俄能メカニズムのJ~11 品解析」
ゲスト: 品H'.j 1主催(本総納 ・ 特(1助教、(@~分光)
「V7色受容体TePixOの低温分光による光反応'l'IUIf，t.:解析」
学生 I'i由 美彦 (構造生物学研究宅 01) 
平成23年度大阪市立大学複合先端研究機構 年次総会
砂開催日時 2012 年 3 月 5~6 日
砂招待講演者 学内講演者
.:Jt 1こ1，';夫(村船大学Mut(l段目指研究センター ・教授/JST戦時的(i'凶iliJf炎 ・事1谷イ言夫(大阪m立大学・惚合先ti研究機桃/大学院1'1]学研究斜・教俊)
判j守巡'H業側人1'1研究さきがけ「光エネルギーと物n変換JfiJf究術以(iJf究総指) ・続本 秀粒tc大阪市立大学・復合先端研究機桝/大学|民1'1学研究科・教授)
• f.t ~仁(I~t，J山大学大学院自然科学研究科 ・教綬)
・杉抗Ii美ょドJ(愛媛大学1!lt細胞生命科学工学研究センター・tW教俊)
・石谷治(東J;"i工業大学大学院型工学研究科・教綬)
・紺方*1閃(マックスプランク研究所)
・樋円 YJ樹(兵Jil1M立大学大学院生命flJj学研究科・教筏)
. 1J11来IJf(北海道大学大学院理学研究院・教授)
.JE岡屯行(分子科学研究所)
・ J.1l野幹hjW~!.化学研究所)
.:fiJ.l: il.i受(ヒルリサーチ有限会社代表取締彼)
・天足 立(大分大学工学部応用化学科・准教授)
砂シンポジウム慨要
第41nl門のシンポジウムは、 「締名 ・川上 ・和1谷 ・沈」による PSI1の酸ぷ活性中心の解明が学術斜U1.;サイエンスの 20 1 1 
1f:. 1 0大ブレークスルーに挙げられたというト ピックスを契機と して、 エネルギー・ 資源 ・生態系など、 ER肢を含めた全人
類に係る複合的および先端的な研究~組と しての人て光合成政びその関連分野に焦点をあてて全|羽生{数のM究有を招待し、
活発な議論を行いま した。 また、戦略的研究経!~ ・ 屯[，':(fiIf究 「都市I消防の再生に向けた戦略的新以rmJのl，t終年度報告会を
併設 し、 3つのグループそれぞれの4年間における柄引の総折を行いました。
E・i. i::.'; “:'I:fiUiTm i盲目で司n府'"盲目;I~F.'1n沼訂・b・f[~~lj"U"が・1・・E
施設紹介 ICP-お18
ICP-MS (inductively coupled plasma mass spectrometry : 
誘導結合プラズマ質量分析法)は、 ICPをイオン淑とした
'i."liJ分析法である。高周波誘導コイル内の高周波磁界に
よって生じた誘導TU洗で、アルゴンガスを屯離し、生成し
たプラズマのことを ICPという。このアルゴ‘ンプラズマ中
に読料溶液を11ft綴するととで、試料rl~の測定対象元素は熱
分解され、多くのTc系は 90%以上の効率でイオン化される。
ICP-MSは、 このようにしてプラズ、マ中に生成したイオンを
賀川分析計に場入し、 直接i検出するため、きわめて向感度
な分析が可能な、無機質iLi分析法である。
ICP-MSは、 ①非常に高感度であり、ほとんどすべての元
素でpptレベルの低濃度測定が可能である、 ②ダイナミツ
クレンジが9桁と広い、 @多冗ぷ同時分析が可能であり、
定日分析だけでなく、定性 ・、|モ定日を組み合わせた成分分
析も可能である、 0)1白j位体比の訓1定が可能である、といっ
た極めて優れた特刊を有している。本学に設問されている
装置[日立ハイテクサイエンスCln: SIINano Technology 
Inc.)、SPQ9700]では溶液として試料を導入する。そのため、
試料を溶液化すれば、多様な出n成を有する広1むな試料の元
ぷ ・同位体分析に適用可能である。例えば、 M川;1<・地下
;)< • ìffll泉水 ・ 土t~.行石といった地球化学・環境試料、食品、
生体試料、鉄鋼や白金属などの金属材料、半導体関連材料、
高純度試薬、 Jj~棄物 ・ 社会的規Hiif!WJ質などの分析に適用さ
れている。また、 ICP-MSは、;J.く質や土I金のT域的基準に
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flj'r:;'美
おける公定分析法として啄則されており、今11では峨々な
分野における微虫元案の定品分析に欠かせない分析法の一
つであり、政!住もっとも優れた燥機微量分析法として広く
内政している。
環境中における冗系は、般化部{や;1;¥';造などがwなるいく
つかの化学形態で作在しており、その化学形態により人体
に対する毒性、および環境中での権政jが呉なることが知ら
れている。化学形態と毒性等との|長Iill!性のある兄ぷ(ヒ素、
クロム、スズ等)の化学形態別分析の重要性が附している。
ICP-MSは、 i山'i!ili液体クロマトグラフィー (HPLC)との結
介が可能であるため、 HPLCをJr!いた分離分析における検出
総としても利mできる。複合分析法として、HPLC/ICP-MSは、
微B元素の化学形態別分析へと応用展開され、利用されて
いる。[島津製作所、 LC-6A]
2009年導入から
刻化までに、地下;)<、
n品泉水、土f喪中のヒ
ぷ分析、河川水中の
微lJ元素分析、岩イ7
q.，の希土知元素分
析、ヒ奈の形態JIJ分
析、舶物中の鉛分析
といった分析を行っ
ている。
CCD単結品X線回折装置CVariMaxwith Saturn) 符原{郁子
TE下密度分布からl直接分子の全体構造を決定する単結品
X線構造解析は、行機化合物やイT機金属錨休を扱う化学分
野から、薬剤候補化合物や結品多形、共結品を扱う薬学分
野まで幅広く利j刊されています。分デのほんのわずかな構
造の違いが物件や乍理活性に決定的な;形符を与えるととも
多いため、 信頼性の市い桃造決定が可能なとの仰析法は非
常に強力な分析下段です。今lu導入されるJiHu，'n，椛造解析
袋町は位界以内的の高輝度X~と I官i感度の CCD カメラを組
みfTわせ、さらにビーム径やカメラ長の変更を可能にし、
微小結晶や長い絡チをもっ結品に対応可能となったX線W~
析装置です。
微小焦点、高輝度X線発生装置 (RA-Micro7HFM)
結晶画転t-t陰極方式で、鼠大定桁Ll:¥)J1.2kWで、小分子で、
多くの回折}~1を*"lJ.立よく測定するのに用いられる Moター
ゲ、ツ トを採m。
Moターゲ、ツ ト用分解能可変X線集光ミラー
(Conforcal Mirro "VariMax Moつ
湾1tJ型人工多肘脱ミラーを2枚mいた集光℃学系で、 2
枚の多層11'史ミラー は直行配出し、 立体的にX線の集光が行
える。I!:界_[j立長のミラーは商問J立で単色性の，:恥、X線を得
ることができる。
ζCD検出器 (Saturn724) 
絡デ定数の大きいサンプルでもお分解能のデータ収集が
可能となる大検1¥ mHí~ (72 x 72mm)でカメラ長を変更
することが可能、かつ幅広いダイナミックレンジ (22bit/ 
pixel)をもち、さまざまなサンプルの測定に対応する。また、
l.5感度(180electron/pixel/photon)でかつスーパーローノ
イズ (0.2electron/pixel/sec)そ述成するととにより、微小
結11J1の弱い回折J設を制度よく検1'，できる。
さらに試料観然および、結品外形l吸収補正!日の出倍率CC
Dカメラに 114X型ゴニオメー夕、試料吹き付け低温装;η
を組み合わせることで、効率のよい尚い車内度でのil!IJ定を可
能になります。
超電導や分子似性、有機ELなどを実現する新たな機能
性物質の開発や、 1nt機・有機!11!l!似のIJ日発、天然物の基本骨
桁を含めたリード化合物に基づくおIJ薬、 天然の光合成系を
脱倣した人工光合成システムの開発など、幅広い研究領域
のそれぞ、れの発j凶こ今後役立つていく予定です。
